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新年号

日本労働組合総連合会宮城県連合会 会長 大　黒　雅　弘

連合宮城2026「新年のご挨拶」

　新しい年を迎えるにあたり、謹んでご挨拶申し上げます。

　旧年中は、連合宮城の各種運動に多大なるご理解とご協力を賜りましたこと、

心より厚く御礼申し上げます。

　2025年の宮城県内は、深刻な人手不足、長時間労働、非正規と正規労働者の

格差、賃金上昇の遅れ、物価高による実質賃金の低下など、働く人々にとって厳しい

課題が顕著になった一年でした。その中で連合宮城は、政策・制度要求の実行、職場環境改善の取り組み、

ジェンダー平等の推進、若年層への労働教育、災害時の緊急支援など、「働く人すべてを守る労働運動」

の実現に向けて力強く歩みを進めてきたところです。

　松下幸之助は「道は一つではない。いくつもある。その中から最善を選べばよい」と述べて

います。激しい環境変化の中でも、必ず “より良い働き方を選び取る道 ”があり、連合宮城はその道義を、

働く仲間とともに切り開くために存在しています。宮城における産業政策や地域活動への組合員の参画な

ど、組織として総力を発揮するため一人ひとりの強みが活かされ、弱みを補い合い、同じゴールに向かう

ことで組織の成果は必ず高まっていくと思います。

　2026年は、①「格差是正と公正な賃金体系の確立」、②「安心してはたらける職場づくり」、③「ハラスメント

のない職場環境」、④「若年層が希望を持てるキャリア形成」、⑤「女性の力が発揮される社会」、⑥「安心して

生活できる地域づくり」、の実現に向け、構成組織、地域、行政、企業、市民と幅広く連携し、総合的な

労働運動を強化してまいります。

　ケネディは「変化は人生の法則である。過去と現在だけを見ている人は、確実に未来を見失う」

という言葉を遺しました。連合宮城は、未来を見据え、時代に合った新たな労働運動の姿を模索し、働く

人一人ひとりの声を行政や企業政策に反映させ、宮城で働くすべての人が「自分の人生を誇れる」社会

の実現をめざします。

　皆様にとって2026年が希望に満ち、働く喜びと安心を実感できる一年となりますよう祈念し、新年の挨拶

とさせていただきます。



　あけましておめでとうございます。

　日頃より連合運動へのご理解とご支援をいただき心より御礼申し上げます。

　新年を迎え、新たな４半世紀がスタートしました。21世紀はグローバル化の時代と期待され、様々な分野で

グローバル化が進展しました。経済は、24時間365日、途絶えることなく国境を超えた活発な活動が行われる

ようになり、第４次産業革命がそれに拍車を掛けています。世の中の動きは常にデータとして捕捉され、新たな

価値を発掘することに繋がる一方、効率性を極限まで追求するような社会になりつつあります。

　その結果、経済的格差の拡大が発生し、中間層の縮減、貧困層の拡大は世界的に大きな問題となって

おり、負のグローバル化も進展しました。また、環境問題も、世界各地で深刻な状況が継続し、人々の生命を

脅かしています。

　次の４半世紀でどのような世界をつくっていくのか、その手綱は私たち一人ひとりの手にあります。今こそ、

連合ビジョンをジブンゴトとして、私たちが自らこの世界をより良いものにしていくとの決意を新たにして、

その一歩を踏み出しましょう。

　本年が皆さまにとってチャレンジングで、実り多い一年となりますことを祈念いたします。

2026年１月 1日 連合宮城　No.293

連合宮城  「2026 春季生活闘争討論集会」 開催 !!

2026年１月27日（火）18時開会

ハーネル仙台  ２階 「松島」

日本労働組合総連合会 会長 芳　野　友　子

20222022年  新年のご挨拶2026年  新年のご挨拶

みなさまのご参加をお待ちしております！

日時

場所

2026
春闘

スローガン


